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第二小学校９月次避難訓練参加報告 
                      南街･桜が丘地域防災協議会 

                          平成２４年度本部 

                        平成２４年０９月０３日 

 ０９月０３日午前１０時５分に第二小学校で、 

    「学習時間中に地震発生」の放送により生徒の避難訓練が開始され、 

● ２分後に生徒が建物より避難開始 

● 4 分３０秒後に全生徒校庭に整列 

● ９分後に点呼終了 

● １０分後に校長先生の評価 

 の時間内に避難する事が出来た。全学年整然と非難出来ていたので、訓練がよく出来

ている 

 感じがしました。 校長先生からは、 

● 「おかしもち」 

お；おさない 

か；かけない 

し；しゃべらない 

も；もどらない 

ち；ちらばらない 

    ● 自分の命は自分で守る 

    ● 訓練で出来ない事は、本番でも出来ない 

   の話がありました。  

                       校庭へ隊列を組んでで集合 

    校舎より避難開始 

 

 

 

 

 

 

                   校長先生のお話   

                    全学年校庭に集合 
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 新小岩北地区連合町会防災訓練参加報告 
南街・桜が丘地域防災協議会本部 

                            平成２４年０９月０９日 

１．  序 

   東京都防災隣組認定団体間での情報交換をして行く事となり、今回新小岩北地区 

連合町会から防災訓練（水防訓練）の招待（見学）がありました。当防災協議会から

岡田が参加しましたが、この地域での水防訓練の真剣さを強く感じました。 

 

２．  訓練内容 

 下図の通り中川にボートを浮べての操舵他関連の訓練を行った。 
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３．  訓練状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式状況                       一斉放水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボート訓練会場 

 

                            ボートでの救命訓練 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

スカイツリーを望む          訓練会場全景 
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冊子「東京防災隣組」作成のインタビュー 

 

南街・桜が丘地域防災協議会 
                           平成２４年０９月１３日 

 

１．  序 

   表題について９月１３日に小冊子作成会社「キョウエイアドインターナショナル」 

  よりインタビューがあったので以下報告致します。 

 

２．  冊子の作成目的 

   東京都は本冊子の作成目的を以下の通りとしています。 

  (1)  大地震に備えて危機意識を呼びかけ、自助・共助の重要性を訴える。 

  (2)  「東京防災隣組」認定団体の皆様の取組を広く紹介し、新たな防災活動の 

     きっかけをつくる。 

  (3)   防災に対する認定団体の皆様の熱意を伝えるメッセージ性を持った冊子を 

作成する。 

 

３． インタビュー参加者（敬称役職名略） 

(1)  キョウエイアドインターナショナル；岡田、透野、砂田 

(2)  防災協議会           ；椎野、喜井、藤田、斉藤、岡田(撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．  インタビュー内容 

 当災協議会の活動状況内容をパワーポイントでの資料をプロジェクターを使用して 

説明及び、当防災協議会が作成した、 

 ● 防災地図 

 ● 地デジ測定報告書 

 ● 地域放射線量測定報告書 

の紹介の後、 

具体的に協議会の最近の活動状況及び各種問題点並びに今後の活動の 

あり方等、種々の内容について話し合いを行いました。 

                    

                        以上 
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                         南街・桜が丘地域防災協議会本部 

                           平成 24 年 09 月 29 日 

                     

東京ユニオンガーデンの消防避難訓練が 

秋晴れに恵まれた平成 24 年 09 月 29 日に 

左記の通り実施されました。 

当日は約８００世帯中約半数の世帯の 

参加がありましたが、参加者が多いのは 

日頃から住民の防災／避難訓練に対して 

関心が高い事を示すものと思われます。 
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         東大和市第七分による放水実演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本訓練は第七分団部分団長 

宝田様に総評をして戴き 

   ました。 
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     平成２４年度大和会東大和地区(東大和病院) 

災害訓練(トリアージ）参加報告書 
 

南街・桜が丘地域防災協議会本部 

                          平成２４年１０月２０日 

 

 平成２４年１０月２０日に平成２４年度大和会東大和地区（東大和病院）災害訓練が、

東大和市役所、東大和医師会、東大和薬剤師会、北多摩西部消防署及び東大和警察署の協

力により実施され、当協議会からは模擬傷病者として第二小学校の PTA の方も含め７名 

及び見学者として１２名が参加し、昨年同様貴重な体験をさせて戴く事が出来ました。 

 この訓練は今回で９回目を迎えるとの事ですが、毎年訓練内容が向上し、より実戦的に

なっている事を感じました。 

 東大和病院は震災の拠点病院として我々には極めて重要な病院ですので、今後もこの様

な訓練には積極的に参加させて戴きたいと思っております。 

 

１．予備知識 

  災害発生時病院での対応レベルが下記の通り区分されており、今回は１３時３０分に 

震度６の地震が発生病院全施設の損害状況を確認の結果「レベル３B」で対応する事にな

りました。 
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２． 今回訓練のタイムテーブル 

   今回の災害訓練のタイムテーブルは以下の通りでした。 

   基本的に事前準備をせずに対策本部立ち上げ～診療体制の開始迄はこの様な時間が  

 必要と感じました。 

 

 13.30   (40 分間)   14.10   (40 分間)    14.50          16.00 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

地震発生     レベル３B 対応        準備完了        訓練終了 

 （即対策本部    の館内放送       ● 診療開始（傷病者のトリアージ 

   立ち上げ)      ● 各部門診療体制の       開始）  

● 各部門損害状況把握     開始 

  後本部へ報告 

● 全部門の被災状況把握後 

  大高院長レベル３B 判断） 

   

３． 訓練状況 

   対策本部は下記の通り３部門に区分され手際よく被災状況報告を受けていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災レベル記入ボード(報告に基づき災害レベルを記入  

                         被災状況の報告を受け 

                         14 時 08 分にレベル３B を判断 

 

 

 

 

 

 

 

総合案内所                

                       トリアージ受付 
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                 トリアージ開始 

 

 

 

 

 

 

 

緑診療班(野外テントでの診療)(軽傷患者) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  受付状況                   診療状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄色診療班(中症患者) 
                     診療待ち状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤診療班（重症患者） 
                      診療状況 

 

 

 

 

 

 

 診療記録中 
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黒診療班（手当不可能患者） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種設備対応状況 

                 放射線設備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽症患者待機所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

            炊き出し状況 
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121101 

          東京都立東大和南高等学校 

   避難訓練・防災講話・宿泊防災訓練参加報告 
 

                        南街・桜ヶ丘地域防災協議会本部 

                          平成２４年１１月０１日  

 

 １１月０１日に標題の宿泊を伴う防災訓練は同高等学校として今回初めての事業でした

が、予定通り実施する事が出来ました。この訓練に当該協議会から４１名が参加し、各種

施設の開錠訓練への参加、防災講話の受講及び学生の訓練見学及び女性班「たんぽぽ」 

会員（７名）による学生へ「炊き出し訓練」の指導を行いました。 

 尚本訓練についてマイテレビ社の撮影があり、後日その訓練状況が放映されました。 

 

１．  参加生徒／教員・職員数 

 生徒総数  ；２８０名 

 教員・職員数； ２２名 

    

２．  参加団体 

   北多摩西部消防署、東大和市市役所、同高校 PTA 及び南街・桜ヶ丘地域防災協議会 

 

３．  訓練内容 

(1)  避難訓練；全校で実施 

(2)  防災講話；首都大学東京 山崎晴夫教授「立川断層について」 

      （全校、参加団体全員） 

(3)  宿泊防災訓練；一年生全員 

 訓練内容は以下の通りです。 

● 地域住民避難所設営訓練  ● 初期通報訓練 

● 担架による救急搬送訓練  ● 消火器初期消火訓練 

● 煙体験訓練        ● 起震車体験 

● 消火器及び消火栓設置位置確認 

● 非常食の炊き出し訓練（当該防災協議会女性班「たんぽぽ」がお手伝い 

しました） 

● 宿泊訓練（学校の校舎内で宿泊しました） 

 

４． 訓練状況 

 

               起震車体験 
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                  消火器初期消火訓練  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担架による救急搬送訓練         地域住民避難所設営訓練  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        煙体験訓練 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常食の炊き出し訓練（当該防災協議会女性班「たんぽぽ」がお手伝い） 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 


